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2013年３月期 第３四半期サマリー

◆メディアビジネス
売上高 1,607百万円
単体ベース 1,550百万円
前年同期 1,307百万円
対前年 ＋19％ ※1

◆コンテンツビジネス
売上高 1,190百万円
単体ベース 190百万円
前年同期 309百万円
対前年 －39％ ※1

◆メディアビジネスは順調に推移、計画通りに進行中
（対前年第３四半期では経常利益はマイナス、通期では前期を上回る計画）

◆将来に向けた『ＭＳＤＢ』（メディアサービスデータベース)※2

関連への投資は継続

メディアビジネス 順調
売上高 前年を上回る

ビジネス構成比
（2012年12月現在）

メディア
ビジネス
89.4％

コンテンツ
ビジネス

10.6％

◆売上高 1,797百万円
（前年同期 1,617百万円）※１

◆経常利益 103百万円
（前年同期 122百万円）※1

◆四半期純利益 57百万円
（前年同期 57百万円）※1

連結経営成績

※１：当第２四半期より連結決算へ移行しております。連結による損益への影響は、当第３四半期からとなります。
前第３四半期は、連結損益計算書を作成しておりませんので、単体ベースでの記載としております。

※２：ＭＳＤＢ（メディアサービスデータベース）とは、音楽、映像、書籍、放送、地域情報を体系的かつ詳細に整理した
データベース。 1
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ソケッツ提供サービス利用者数（ＵＵ）

スマートフォン・ＰＣは対前年比1.6倍
（データベース・サービス利用者数は、対前年比104％、対第２四半期比113％）
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【単位：万人】

アクティブに当社サービスのデータベースを利用しているユーザーをカウント。
ＭＳＤＢライセンス提供については、ＵＵ数をカウント。
自社サービスも含めたサブスクリプションモデルについては、有料会員数をカウント。

スマートフォン・ＰＣ フィーチャーフォン

2013年3月期
第３四半期

2013年3月期
第２四半期

2012年３月期
第３四半期

575万人474万人360万人

123万人

144万人312万人

698万人
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統合ＭＳＤＢ

メディア横断
関連情報

作品を中心とした
人物ＤＢ

人物ＤＢが中心

人物を中心とした
作品ＤＢ

人物ＤＢを連携

連携による
重複作業の削減

開発効率
データ情報収集効率
データ整理効率

グループ化戦略による取り組み
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※第２四半期末から
連結子会社化

日本最大級の
メディアサービス
データベースへ
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データベース強化を加速させ、大きなビジネスチャンスを掴むため

ＭＳＤＢ

通信の高速化

端末の高性能化

Ｔｉｍｅ

グループ化による
開発スピード向上
データベース質量向上

Break Point

クラウド化・ビッグデータの流れ

パーソナルメディアへ

飛躍

Right Time
Right Position

グループ化戦略による効果

インターネット活用放送サービス
統合データベース活用ビジネス

来期

4



5

2013年 通期 連結業績予想について

◆2013年３月期 通期の連結業績予想については
2012年８月31日公表の計画から変更はありません。

2012年3月期
単体実績

（百万円）

2013年３月期
連結業績予想
（百万円）

売上高 2,440 2,700

営業利益 233 300

経常利益 233 300

当期純利益 115 170
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メディア検索

作品・情報まとめ
おすすめ（レコメンド）

ストリーミング

オリジナル
マーケティング

エンジン

①

②

③

オリジナルサービス

④

⑤

⑥

⑥

ア
ジ
ア
・
海
外

メディア
サービス

データベース
（ＭＳＤＢ）

通信会社

ＥＣ

新聞社

放送局

①→⑥までの
シナリオ実現に向け
現在は、①→②段階

音楽配信

映像配信

家電

自動車

ゲーム機

パーソナルメディアサービス

流通

ハウス
メーカー

イベント

中期展開イメージ（ユーザーベースの最大化へ）

ユーザーデータユーザーデータ
ベース活用

（ユーザー管理）

※サービス開発中
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Ｑ＆Ａ

連結による影響と効果は

今期の見通しは

来期以降のサービス
展開は

現時点において、通期を通してその影響は、限定的と考えており、その効
果は、来期以降を予定しております。人名データベース統合のため、リ
ソース体制の整理等、連結による先行負担は、第３四半期から反映してお
りますが、第４四半期から技術交流、統合サービス開発の実施およびグ
ループ提案によって、運用の効率化および収益獲得を図って参ります。

2012年８月31日に公表した計画から変更は、ありません。第３四半期を
終えて計画どおりで推移しております。第４四半期は、既存の協業先を中
心に音楽・映像・放送等のサービス開発およびサブスクリプション型サー
ビスの伸長を見込んでおります。

来期以降は、統合したＭＳＤＢを活用した既存サービスへのサービス範囲の
拡張による収益化、音楽・放送・映像等を中心にメディア系企業およびメー
カー系企業との新規協業サービス・ライセンス・開発を展開して参ります。
また、中期的な収益基盤の確立を目指し、ＭＳＤＢを活用した当社グループ
ならではのオリジナルサービスを予定しております。創業以来「人の気持ち
をつなぐ」をコンセプトにデータベースの開発に注力して参りました。ＭＳ
ＤＢならではのサービスがより具体的な形となって皆様の前にご提供できる
よう日々取り組んでおります。

ＭＳＤＢならではのオリジ
ナルサービスはいつ頃から
を予定していますか

来期上期を予定しております。ＬＴＥなどの通信の高速化、スマートフォン
などの端末の高性能化、ビッグデータおよびクラウド化により、パーソナル
メディアを開発していきたいと考えています。個々の人に寄り添ったパーソ
ナルメディアによって、毎日の生活の中における様々な気持ちと作品とのつ
ながりを提供していきます。そのためには、作品等の細かい情報を保有する
データベースとそのエンジンが必要と考えております。ＭＳＤＢがあるから
こそのサービスに取り組んで参ります。
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※本資料における予想数値は、発表日現在において当社
が入手可能な情報および合理的であると判断する一定の
前提に基づき作成したものであり、実際の業績等は、今
後の様々な要因により予想数値と異なる場合があります。

お問い合わせ先：
株式会社ソケッツ
〒151-0051 東京都渋谷区千駄ヶ谷一丁目１番12号
担当：経営企画管理本部
Tel：03-5785-5518  Fax：03-5785-5517
E-mail：ir@sockets.co.jp


